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立命館大学教職大学院・教職員支援機構合同セミナー実施報告 

 

 2019 年 8 月 20 日（火）、立命館大学朱雀キャン

パスを会場に、独立行政法人教職員支援機構立命

館大学センターの開所に合わせて、教職員支援機

構と立命館大学教職大学院（NITS 立命館大学セン

ター）との合同セミナーを開催した。 

教職員支援機構と立命館大学との合同セミナ

ーは、2019年3月にも開催しており、今回が2回

目の開催となる。前回は、スクールリーダーを

キーワードに、学校管理職を主な受講対象とし

たプログラムであったが、今回のセミナーは、

「学校改善をはかるマネジメント能力の育成―

校内研修経営の改善をはかるミドルリーダー

―」とテーマとして、中堅教員を主な受講対象

とした。なお、セミナーのプログラムは、独立

行政法人教職員支援機構が教員の養成・採用・

研修の改善に資する専門的・実践的な調査研究

の一環として実施するものである。従来の学校

組織マネジメント論を、全ての教職員の参加に

よって、教育課程の編成・実施・診断・評価・

改善を通して、学校の特色を創り上げていく営

みという視点から捉え直し、新たなスクールマ

ネジメントの展開・地平を示す試行的なプログ

ラムとして開発されたものである。天笠茂先生

（千葉大学特任教授）、宮迫隆浩先生（教職員

支援機構研修協力員）、安藤福光先生（兵庫教

育大学准教授）、安藤知子先生（上越教育大学

教授）という、学校マネジメント、カリキュラ

ムマネジメント研究領域の第一人者の先生方に

よる講演・講義と、講演をふまえた演習を組み

合わせたプログラム内容である（詳細は、別紙

実施要項・日程表を参照のこと）。 

学校現場では他の研修等との重複で忙しい時

期であったが、当日は、44名に参加いただい

た。立命館大学教職大学院の連携機関でもあ

る、京都府、京都市、滋賀県、大坂府の4つの教

育委員会関係者の方、近畿圏の公立学校の先生

方、立命館大学一貫教育部・附属校関係者の方

及び先生方、そして、立命館大学教職大学院の

現職教員院生という多様な先生方に参加いただ

くことができた。 

4名の講師のお話に真剣に耳を傾け、演習で

は、府県、公立私立という枠を越えた、多様な

先生方が互いの学校の実情を語り合い、改善の

方策を議論している姿は、本研修プログラムが

充実したものであることを感じさせるものであ

った。事後のアンケートにおいても、受講者よ

り高い評価をいただいた。 

開式行事にてご挨拶を頂戴した独立行政法人

教職員支援機構高岡信也理事長をはじめ、教職

員支援機構の皆様、天笠先生をはじめとする講

師の皆様に、改めて感謝申し上げたい。 

 

 








